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12かしはら市議会だより

燃
物
、
有
害
物
は
月
１
回
、
事
前

に
電
話
連
絡
い
た
だ
き
、
３
点
ま

で
収
集
し
て
い
る
。

循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

天
然
資
源
の
消
費
を
抑
制
し
、

環
境
負
荷
の
低
い「
循
環
型
社
会
」

を
目
指
し
、
市
民
、
自
治
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
の
協
力
を
得
て
、
引
き
続

き
施
策
を
実
行
し
て
い
き
た
い
。

人
的
な
問
題
や
車
両
の
問
題

等
、
課
題
は
多
い
と
思
う
が
、
リ

ク
エ
ス
ト
収
集
導
入
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
は
。

自
治
会
管
理
の
収
集
場
所
が

５
０
０
カ
所
以
上
あ
る
の
で
、
自

治
会
の
皆
さ
ん
と
最
後
の
詰
め
が

必
要
だ
が
、
地
域
の
個
性
も
あ
る

の
で
全
て
同
じ
よ
う
に
い
け
る
わ

け
で
は
な
く
、
労
力
も
時
間
も
費

や
し
て
い
る
が
、
実
現
に
向
け
て

努
力
し
た
い
。

ごみの分け方と出し方

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
依
存
対
策

厚
生
労
働
省
が
平
成
25
年
８

月
に
発
表
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

依
存
の
調
査
結
果
で
は
、
中
学
生

の
６
％
、
高
校
生
の
９
％
、
男
女

別
で
は
女
子
１０
％
、
男
子
６
％
が

「
依
存
の
疑
い
が
強
い
」
と
分
類

さ
れ
た
。
依
存
の
疑
い
が
強
い
人

の
う
ち
「
睡
眠
の
質
が
悪
い
」
と

答
え
た
人
は
５９
％
と
、
依
存
が
な

い
人
の
２
倍
近
く
と
な
り
、「
午

前
中
に
調
子
が
悪
い
」
は
２４
％
と
、

依
存
が
な
い
人
の
３
倍
近
く
と
な

っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
依
存
は
昼
夜

逆
転
な
ど
に
よ
る
不
登
校
や
欠
勤
、

成
績
低
下
、
ひ
き
こ
も
り
、
睡
眠

障
害
や
鬱
症
状
な
ど
を
引
き
起
こ

す
と
言
わ
れ
て
お
り
、
視
力
低
下
、

筋
力
低
下
や
骨
粗
鬆
症
な
ど
を
招

く
お
そ
れ
も
あ
る
。
児
童
生
徒
は

も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
教
師
に
ネ

ッ
ト
依
存
の
怖
さ
を
認
識
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
依
存
の

実
態
把
握
と
青
少
年
を
守
る
た
め

の
取
り
組
み
は
。

内
閣
府
の
平
成
29
年
度
の
調

査
で
、
小
・
中
・
高
全
体
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
平
日
１
日
の
利
用

時
間
が
約
１
５
９
分
で
、
26
年
度

か
ら
約
３０
％
増
で
あ
っ
た
。
昨
年

度
の
市
内
全
中
学
生
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
約
７０
～
８０
％
が
ス

マ
ホ
・
携
帯
を
所
持
し
、
１
日
の

使
用
時
間
が
３
時
間
を
超
え
る
生

徒
が
約
３０
％
い
た
。
ま
た
全
国
調

査
で
、今
年
度
の
「
平
日
の
携
帯
・

ス
マ
ホ
の
利
用
時
間
」
が
３
時
間

以
上
の
児
童
生
徒
は
全
国
平
均
１

８
．
１
％
に
対
し
て
橿
原
市
は
２

６
．
５
％
で
あ
っ
た
。
昨
年
２
月

に
「
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
ス
マ

ホ
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
６
」
を
開
催

し
、
市
内
全
中
学
校
の
代
表
と
市

長
が
参
加
し
て
「
ス
マ
ホ
宣
言
」

を
策
定
し
、
夜
１０
時
以
降
は
使
わ

な
い
な
ど
の
約
束
事
を
ク
リ
ア
フ

ァ
イ
ル
に
し
て
配
布
し
た
。
今
年

度
、保
護
者
対
象
の
講
習
会
や
小
・

中
学
校
生
徒
指
導
担
当
教
員
対
象

の
講
習
会
を
実
施
し
た
。
畝
傍
中

学
校
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
協
力
で

「
子
ど
も
を
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る

た
め
に
」
講
座
を
行
い
、
耳
成
西

小
学
校
は
「
子
ど
も
ス
マ
ホ
・
ケ

ー
タ
イ
安
全
教
室
」
を
行
っ
た
。

青
少
年
指
導
委
員
は
日
ご
ろ
の
見

守
り
や
声
か
け
な
ど
を
通
じ
て
ス

マ
ホ
の
危
険
性
を
指
導
し
て
い
る
。

平
成
27
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
国
際

疾
病
分
類
に
ネ
ッ
ト
依
存
症
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
ネ
ッ
ト
依
存
は
１

カ
月
程
度
で
重
症
化
す
る
こ
と
も

あ
り
、
早
期
発
見
が
重
要
だ
。
遅

刻
や
欠
席
、
無
気
力
な
ど
の
子
ど

も
が
発
す
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
こ
と
が
大
事
だ
が
、
小
、
中
学

生
の
健
康
被
害
の
把
握
と
対
策
は
。

裸
眼
視
力
１
．
０
未
満
が
小

学
生
で
約
３０
％
、
中
高
生
で
半
数

を
超
え
て
い
る
。
頸
椎
の
湾
曲
化

や
就
寝
時
間
が
午
前
１
時
以
降
の

中
学
生
が
約
３０
％
で
、
睡
眠
不
足

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
中
学
校

で
保
護
者
へ
の
プ
リ
ン
ト
配
布
や

保
健
の
授
業
、
掲
示
物
等
で
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
る
が
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
が
協
力
し
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
が
今
年

１
、
２
月
に
小
学
４
年
生
か
ら
高

校
生
ま
で
６
０
０
人
に
実
施
し
た

調
査
結
果
で
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

の
会
員
制
交
流
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

上
に
友
達
や
家
族
に
存
在
を
教
え

な
い
「
裏
ア
カ
ウ
ン
ト
」
を
持
つ

児
童
生
徒
が
４０
％
で
あ
っ
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
に
よ
る
不
登

校
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
い
じ
め
、
ネ

ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
把
握
は
。

昨
年
度
、
市
内
全
中
学
生
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、

約
１０
％
の
生
徒
が
個
人
情
報
や
写

真
な
ど
を
無
断
で
載
せ
ら
れ
る
な

ど
で
け
ん
か
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
不

登
校
の
要
因
は
、
家
庭
に
よ
る
も

の
が
一
番
多
く
、
つ
い
で
友
人
関

係
、
学
業
の
不
振
と
な
っ
て
い
る

が
、
友
人
関
係
の
問
題
に
は
ス
マ

ホ
等
に
よ
る
も
の
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
い
じ
め

で
は
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
に

よ
る
も
の
が
数
件
あ
っ
た
。

早
期
発
見
、
早
期
対
応
の
た

め
、
学
校
、
家
庭
や
地
域
と
連
携

し
て
本
市
を
担
う
大
切
な
子
ど
も

た
ち
や
若
年
層
に
適
切
な
対
策
を

推
進
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
青
少

年
の
ネ
ッ
ト
依
存
に
対
す
る
教
育

長
の
考
え
は
。

ネ
ッ
ト
社
会
は
確
実
に
我
々

の
生
活
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
正

し
く
向
き
合
う
こ
と
が
非
常
に
大

事
だ
。
視
力
の
低
下
や
睡
眠
時
間

減
少
は
大
き
な
問
題
だ
。
親
が
率

先
し
て
ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
を
利
用

す
る
時
代
な
の
で
、
親
子
と
も
に

啓
発
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
連
携
を
図
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
い
た
い
。
そ
し
て

非
リ
ア
ル
な
自
己
中
心
の
世
界
か

ら
脱
し
て
、
現
実
社
会
で
豊
か
な

人
間
関
係
を
築
く
環
境
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。


